
 

気仙沼市教育委員会主催 幼児教育の推進体制構築事業 

平成３０年度 第２回 

幼保小連携・接続研修会 
 

 

 

 

 

 
気仙沼市教育委員会主催 

平成30年８月２４日（金）第１回幼保小連携・接続研修会より 

日時 ： 平成３１年２月８日（金） １３時２０分 ～ １６時３０分 

会場 ： 気仙沼中央公民館 ３階会議室 
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幼児教育推進体制構築事業 平成３０年度第２回幼保小連携・接続研修会 次第 

                                期日：平成３１年２月８日（金） 

                                                       (受付開始 １２：５０) 

講師打合せ（１３：００） 

 

１ １３：２０ 開 会  司会・進行  気仙沼市教育委員会 学校教育課  

                         副参事(指導主事)  小野寺裕史 

 

 (１) 開会のあいさつ          気仙沼市教育委員会 教育長 齋藤 益男 

                

 (２) 日程，グループごとの話合いについて  同  副参事(指導主事)  小野寺裕史 

                                                    

 (３) 講師の紹介              同  学校教育課長    熊谷 利治 

 

２ １３：３０～１４：５０ 研修講話 

 

    ◇ 演題 「幼児の成長と小学校への円滑な接続」 

    ◇ 講師 宮城教育大学 幼児教育講座 教授 佐藤 哲也 先生  

 

３ １４：５０～１５：００ 質疑・応答 

 

  ～ １５：００～１５：１０ 休憩 ～ 

 

４ １５：１０～１６：１５ グループごとの話合い(１２小学校区) 

  ◇ ファシリテーター 宮城教育大学 幼児教育講座 教授 佐藤 哲也 先生 

 (1) 小学校入学時の児童の課題の把握 

 (2) 幼児期に育てた力を発揮させる入学後の児童と教師のかかわり 

 (3) これからの２ヶ月でできる幼保小連携の具体策 

 

５ １６：１５～１６：２５ 総評(指導・講評) 

              宮城教育大学 幼児教育講座 教授 佐藤 哲也 先生 

 

６ １６：２５ 閉 会 

 ○ 閉会のあいさつ 気仙沼市保健福祉部 子ども家庭課 課長 菅原 紀昭 
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ワークショップ 

○ ワークショップの目的と進め方の説明（副参事 小野寺）：３分 

○ 佐藤先生の自己紹介：２分 

○ ワークショップ 

１ 小学校入学時にみられる課題についての情報交換→ 『課題の共有』：１０分 

（１）課題を付箋に書く。 

小学校→自分が所属する小学校の入学時の「１年生」にみられる課題 

幼児教育施設→「幼児の現状にみられる入学時に心配な点を付箋に書く。 

   ※ 幼稚園・保育園は赤系の付箋に  小学校は青系の付箋 １項目につき１枚で   

 

（２）付箋をもとに，学校の課題と年長児の課題で共通することやそれぞれの気付きを 

グループで整理し共有する。 

   ※ 模造紙に，付箋を貼りながらグループ分けをしながら，内容を整理していく。 

   ※ 模造紙を３分割してつかう。１では，上段に整理したことを書く。 

 

２ 幼児期に育てた力を発揮させる入学後の児童と教師のかかわりについて→  

『入学後のよりよいかかわりや指導の共有』：２５分 

（１）小学校のスタートカリキュラムを（あればアプローチカリキュラムと合わせて）みながら，

相互に質問する。 

    

（２）入学後の児童と教師のかかわりやスタートカリキュラムの留意点について 

     グループで出し合った課題をもとに，教師がどのようにかかわるか，また，スタートカリキ

ュラムで留意すべきことはどんなことかを共有する。 

※ 模造紙の３分割の中段に共有したことを書く。 

 

３ これからの２ヶ月でできること→『相互理解による発展的な取組』：２０分 

（１）２月～３月までにできること（やったほうがよいこと）を付箋に書き出す。 

①いつまでに ②誰が ③何を ④どうするかが分かるように 

 

（２）グループ内で考えを出し合い，できることを共有する。 

※ 模造紙の３分割の下段に共有したことを書く。 

 

４ 全体での共有：→５分 

  グループで話し合ったことの紹介 

  ※コーディネーターが発表するグループを選んでおく。 

 

○ 講評：佐藤哲也先生からのまとめ：１０分 
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小　学　校  (人) 15 33%

幼児教育施設(人) 31 67% （行政　1）

 　 合　計　(人) 46 100%

 参加者数(人)

45 45 100%

年　代(代)

人　数(人)

小 幼 小 幼 小 幼 小 幼 小 幼

2 8 1 10 4 11 7 2 14 31

 (％)

年数(年目) 2 3 4 6 7 8 10 12

人　数(人) 4 2 2 1 1 2 3 1

年数(年目) 15 16 17 18 19 20 21 25

人　数(人) 3 1 2 5 1 1 1 2

年数(年目) 27 29 30 31 無答 合計

人　数(人) 2 1 3 2 5 45

質問項目 ①短かった
②やや短

かった
③ちょうど
良かった

④やや長
かった

⑤長かった 無答 合　計

人 数 (人) 1 8 30 3 0 3 45

(％） 2% 18% 67% 7% 0% 7% 100%

質問項目 ①たいへん
良かった

②まあまあ
良かった

③普通だっ
た

④あまり良
くなかった

⑤良くな
かった

無答 合　計

人 数 (人) 32 9 1 0 0 3 45

(％） 71% 20% 2% 0% 0% 7% 100%

100%

合　計

10 11 15 9

（２）経験年数                                                         

■　研修会全体について

（１）研修会全体の時間はいかがでしたか？

（２）内容はいかがでしたか？ 

内　訳(人)

22% 24% 33% 20%

45

■　あなたの年代と経験年数について(○で囲んでください)

（１）年代

20 30 40 ５０～

※内訳　小：小学校　幼：幼児教育施設　

回答者数(人)

平成30年度「第２回幼保小連携研修会」参加者アンケート 集計
　　と　き：平成31年 2月 8日（金）13：20～　

ところ：気仙沼中央公民館３階会議室　　
■　あなたの所属について(○で囲んでください)

2%

18%

67%

7%

0%

7%
時 間

①短かった

②やや短かった

③ちょうど良かっ

た
④やや長かった

⑤長かった

無答

71%

20%

2%

0% 0%

7%

内 容
①たいへん良かった

②まあまあ良かった

③普通だった

④あまり良くなかっ

た
⑤良くなかった

無答

年 代
年 代(代) 人 数(人) 

内 訳(人)
20 10 小

20 10 幼

30 11 小

30 11 幼

40 15 小

40 15 幼

15人

31人

所 属

小 学 校

(人)

幼児教育施設

(人)
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■ 研修講話について(自由記述)      

 
所属：幼児教育施設 

 
《 20代 》 
 
・先生の話を聞いて,10の姿について改めて学びを深めることが出来ました。（教諭） 
・10の姿について,個人の力だけでなく,周りの人の力を借りて成長できている姿をも考えていくべきではというお話が
聞けて,とても納得できました。個別の援助を必要とする子なりの成長を大切に見守っていきたいと思います。 

（教諭） 
・引き継ぎの際には,10の姿にあてはめて子どもの姿をとらえるのではなく,幼児教育で大切にしてきたことを踏まえな
がら,自分の言葉で,一人一人の為の教育が大切だとお話を聞いて改めて感じました。（教諭） 

・10の姿の捉え方について,これまで考えてきたこと,課題としなければならないことを学ぶことが出来ました。評価に
ならないよう,アプローチカリキュラムも市のものと一緒に参考にしながら改良していきたいと思います。（教諭） 

 
・貴重なお話を伺うことができ,とても勉強になりました。（保育士） 
・人との関わりの中での育ちをたいせつにしたいと感じた。（保育士） 
・10の姿に捉われることなく子ども一人一人の姿を大切にかかわっていきたい。（保育士） 
・“10の姿”のあり方について改めて考えてみようと思った。子どもたちが安心して小学校へ行けるよう交流や経験を 
大切にしていきたい。（保育士） 

 
《 30代 》 
 
・これから要録の作成の時期となるので,10の姿の捉え方等講話の内容を良い参考とさせていただきたいです。（教諭） 

・佐藤哲也先生のお話,「なるほど!!」と思う所,「それでいいのか!」と,疑問だったこと,色々と自分の中のモヤッと 
が減りました。お話が聞けて良かったです。（教諭） 
 

・小学校への課題が見え,良かったです。（保育士） 
・幼保小連携における10の姿の活用法について幼児期の園での具体的な取り組みについて考えさせられました。 

（保育士） 

・幼保小の連携の大切さを実感することが出来た。（保育士） 

・佐藤先生のお話が理解しやすく,今後も研修を受けたいと思いました。10の姿は参考に,本地域を大切に子ども達を保

育していきたいと思います。（保育士） 

・「10の姿」への捉え方,見つめ方が新しいところで受け止めることが出来た。（保育士） 

・10の姿について等,疑問に思っていた事を話して頂き,理解できた。（保育士） 

・年度末のこの時期のこの内容の研修は良かったです。（保育士） 

 
《 40代 》 
 
・「10の姿」の捉え方や子ども達の発達,成長を支えていく上で大切なことを教えていただきました。（教諭） 
・「10の姿」の捉え方について学ぶことが出来た。（教諭） 
・小学校との接続について,どのような視点で子ども達の姿を見取り,どのようなポイントで保育していったらよいか等 
も含めて振り返ることが出来ました。また,アプローチカリキュラムの見直しを行っているところだったので,どのよ 
うに作成していくのかのヒントを沢山いただきましたので,さっそく生かしていきたいと思います。（教諭） 

・幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿について改めて勉強になりました。（教諭） 
・日頃からモヤモヤしていた点を哲也先生にご助言頂き,本当に参考になりました。（毎回思いますが,あっという間に 
過ぎてしまい「もっと詳しく…」と,短く感じるほど,勉強になります。ありがとうございました!!）ご多忙の日々… 
お体大切に!!（教諭） 
 

・今回就学前施設と小学校との違い,不安要素が明記されており,大変参考になりました。これをもとに２・３月の保育 
や来年度の保育の参考にさせて頂きたいと思います。（保育士） 

・10の姿について悩む事もあったので,お話を聞けて大変良かったです。今後の保育に生かしていきたいと思います。 

（保育士） 

・小学校への円滑な接続のために育ってほしい10の姿について,目標達成ではなくあくまで目安として考えるというこ 
とを話していただいたことで,10の姿の捉え方について少し考え方が変わりました。今日学んだことを持ち帰り,職員 
間で共有しながら,どのように活用していくか,保育していくかを皆で考えていきたい。保育士） 
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・もう少し長く話が聞きたかった。参考にはなった。（保育士） 
・保育所の職場ではなかなか研修する機会が少ないので,学ぶ良い機会となりました。（保育士） 
 
《 50代 》 
 
・10の姿の捉え方等は目からウロコの所や自分の考えていた事と同じところがあり,大変勉強になりました。就学前施 
設と小学校との違いのページは具体的で参考になりました。（教諭） 

 
・幼児期の終わりまでに育ってほしい「10の姿」について,目安として活用するということを詳しくお話頂き大変   
勉強になりました。一人一人の子どもの成長を大きくとらえていく視点にしていきたいと思います。（保育士） 

 
所属：小学校 
 

《 20代 》 
 
・幼稚園,保育所の指導要領は見たことがなく,不勉強な自分にとって,とても勉強になった。小学校と幼・保のギャッ 
プを少しでも減らす手立てを考えたいと思った。（教諭）  

 
《 30代 》 
 
・子どもが,就学前施設と小学校での生活の違いや不安要素から,どんなストレスを感じているか理解する事の大切さが 
分かりました。少しずつ小学校生活に慣れていけるような配慮（寄り添い）が大事だと思いました。（教諭） 
 
《 40代 》 
 
・10の姿についての捉え方が勉強になった。その子にあった子ども像を考えたい。（教諭） 
・幼・小の違いについて,改めて確認すると同時に,気づかないで指導していた点もあった。小さなステップではあるが
子どもにとっては大きなステップと捉え,指導に当たっていきたい。（教諭） 

・あまり小学校生活への理解がないように感じるところがあった。「10の姿」育ててほしい。育てる努力は大切だと思 
います。（教諭） 

 
《 50代 》 
 
・子どもの具体的な姿を中心に,幼保小連携のヒントが分かりやすい御講話でした。（教諭） 
・教育要領に縛られず,子ども達にとって大切な部分を見落とさずにやっていく事をきいて,少しほっとしました。小学
校と幼稚園の差を感じ,スタートカリキュラムの大切さを改めて感じました。（教諭） 

・現場をたくさんご覧になられている佐藤先生の講話は,具体的で大変良かったです。勉強になりました。（教諭） 
・幼・保の先生が小学校への円滑な接続の為の取り組みがどのようにしているのか分かりました。（教諭） 
・小学前施設と小学校の違いを表にまとめて説明してくださったり,幼稚園におけるアプローチカリキュラムの概要を 
示してくださったりしていてとても参考になった。（教諭） 

・ともすると理解を誤ってしまいそうな「10の姿」のお話等,目からウロコの連続でした。現場の目線と園・学校の実 
態を踏まえて柔軟に考えることの大切さを教えていただいたように思います。お忙しい中,有意義な機会を設けて頂 
き,ありがとうございました。（教頭） 

 
  
■ グループ毎の話合いについて(自由記述) 
 
 
所属：幼児教育施設 

 
《 20代 》 
 
・小学校区での話し合いだったので新入学児の課題や今後の交流活動について共有し,明確化されました。もう少し話
し合う時間が長いと良かったです。（教諭） 

・一年生になって困った事と,一年生になるにあたって困るかもしれないことがほとんど同じになった事で,残り２ヶ月 
で取り組める具体策についてじっくり話し合うことが出来ました。（教諭） 

・私たちが大切にするが故,見落としていた子供たちのつまずきを小学校の先生方と話をする中で明確になりました。
その中で,幼稚園としてできることの展望も見えた気がします。園に帰り,じっくりと良く考え,援助していきたいと
思います。（教諭） 
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・一年生の課題,年長児の心配なことを共有していきながら,さらにスムーズな接続が行えるよう話し合う事が出来まし
た。園に持ち帰り,実施出来るようにしていきたいと思います。（教諭） 

 
・対話する中での気づきがあり,良い機会となりました。（保育士） 
・小学校側の意見,課題が聞けたことが良かった。就学までの２ヶ月で,出来ることは取り入れていきたい。（保育士） 
・情報交換が出来て良かった。残りの１ヶ月でできることが確認できた。（保育士） 
・小学校の先生の話を聞けて,私自身参考になった。スタートカリキュラムを見て,とても勉強になった。（保育士） 
 
《 30代 》 
 
・互いの課題を共有し,情報交換できて良かったです。引き継ぎ時期でもあるので,良い機会となりました。（教諭） 
・大変実りある内容となりました。少人数でしたので,話しやすかったです。（教諭） 
 
・実際に困っている事,これからやるべき事を確認することができて良かったです。（保育士） 
・小学校の先生と細かい部分まで,今まで見えなかった部分を共通認識することが出来,とても有意義な時間となりまし 
た。（保育士） 

・具体的な問題を知ることが出来たので,活かしていきたい。（保育士） 
・顔を合わせて話し合いの時間を持つことの大切さを感じました。（保育士） 
・小学校の先生と沢山の課題の中で,話をする事が出来て良かった。（保育士） 
・学区ごとの話し合いや情報交換が出来て良かった。（保育士） 
・貴重な情報交換が出来ました。ありがとうございました。（保育士） 
・グループでの話し合いは,分からなかったこと,聞きたかったことなど聞く機会となり,大変ありがたいです。話も盛
り上がり,時間が足らないと思う程でした。（保育士） 

 
《 40代 》 
 
・お互い（幼・保と小学校）の生活の仕方や子ども達がギャップに感じていること等を話し合うことが出来,新たな 
 課題にも気づき,今後に生かしたいと思います。（教諭） 
・小学校,保育所の様子や今後の連携についてゆっくりと話し合うことが出来,とても為になった。（教諭） 
・哲也先生のお話にもありましたが,対話をしながら進められたことで,得たことがありました。残り１ヶ月あまりです 
ので,園生活に生かしていけることを考え,取り組んでいきたいと思います。（教諭） 

・課題や今後の幼保小連携について話し合いが出来て,来年度に向けられたことが良かったです。（教諭） 
・日頃の連携を更に強化することが出来ました。（教諭） 
 
・学校側の思いを聞くことが出来た事,他の園の話を聞くことが出来,勉強になりました。（保育士） 
・時間が足りないくらい,グループでの話し合いは充実しました。他園,小学校との関わり方等,知らない世界が広がっ
て,退所する前に出来ることを,努力していきたいです。（保育士） 

・活発な話し合いができて良かった。就学までにどのような事に重点を置いて保育していかなければいけないか,地域 
性を見据えて小学校と連携を図っていかなければいけないかを考えていきたい。（保育士） 

・色々な話が聞けて良かった。少し時間が足りなかった。こういう機会を増やして欲しい。（保育士） 
・入学直後の授業や生活の様子を具体的に教えていただけたので有意義でした。（保育士） 
・小グループでの話し合い（学校区）でしたので,充実した時間を過ごすことが出来ました。（保育士） 
 
《 50代 》 
 
・今までわからなかったことが,今回知ることが出来,とても有意義な時間でした。小学校との連携を更に深めたいと思 
います。（教諭） 
 

・こちらの思いも伝えることが出来,とても有意義な機会となりました。ありがとうございました。（保育士） 
 
所属：小学校 
 
《 20代 》 
 
・日頃お話しする機会のない,幼稚園,保育園の先生と意見交換することが出来,良かったです。今後の取り組みに生か 

していきたいと思います。（養護教諭） 

 

・具体的な場面を思い浮かべながら話すことが出来,有意義だった。話し合いの時間がもっと欲しいと思った。（教諭） 
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《 30代 》 
 
・幼稚園と小学校とで感じている課題が共通していることが分かりました。課題解決に向けて,幼稚園と協力して取り 
組んでいきたいと思います。（教諭） 

 
《 40代 》 
 
・意外に,幼稚園は年長で子ども扱いしないことに驚いた。（教諭） 
 
・毎回,小学校区で話し合えるので,課題や成果を共有できている。この話し合いは連携の活動に繋げていきたい。 

（教諭） 
・お互いの教育で大事にしていることを理解する事が出来ていた。ただ,話し合いのテーマがあいまいな気がして,何に
ついて話して良いか分からないところがあった。（教諭） 

 
・地区毎の話し合いだったので,詳しく話し合いが出来たので,有意義な話し合いだったと思いました。（講師） 

 

《 50代 》 
 
・話し合いの時間を十分にとって頂き,幼保小接続について,多くの情報交換ができ,有意義でした。今日の話し合いを 
スタートカリキュラム改善に生かしていきます。（教諭） 

・幼保小で連携事業の打ち合わせは忙しい中行うのですが,本日は,じっくりと話し合うことが出来ました。（教諭） 
・お互いの考え,思いを生で意見交換できて,大変有意義でした。他校のスタートカリキュラム,アプローチカリキュラ
ムも見られて良かったです。（教諭） 

・付箋に書き込んだことは少しでしたが,保育園の先生とお話ができたのは貴重な事でした。（教諭） 
・お互いに意見交換ができて良かったです。細やかな所まで伝え合い,確認し合うことが出来ました。（教諭） 
・毎回,特別支援中学校区コーディネーターのメンバーと大体同じメンバーで話し合っているので,十分情報交換はでき 
ていると思う。同じ規模の他学区の先生と一緒に話し合うが様々な情報を得ることが出来ると思う。（教諭） 

・顔を合わせて,具体的な情報を沢山共有することが出来ました。研修を通して学んだことと併せて,連携の無理のない
充実策を見つけることが出来ました。（教頭） 

 
 
■ その他ご意見やご要望等がありましたらご記入ください。 

 

 
所属：幼児教育施設 
 
《 20代 》 
 
・貴重な時間をありがとうございました。今後も,哲也先生のお話を聞く機会があればすごくうれしいです。（教諭） 
・ありがとうございました。（教諭） 
 
《 30代 》 
 
・来年度も幼保小のつながりが持てる研修会を続けていきたいです。（教諭） 
 
・次年度も同様の研修の場があると良いと思います。（保育士） 
 
《 40代 》 
 
・定期的に哲也先生の御講話をきく機会を作って頂きたいです。（教諭） 
 
・今日はありがとうございました。（保育士） 
・来年度も引き続き研修する機会を作っていただければと願います。（保育士） 
 

所属：小学校 
 
《 30代 》 
 
・入学２ヶ月前の時期に,大変有意義な研修に参加させて頂きました。本日はありがとうございました。（教諭） 
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《 40代 》 
 
・継続が望ましいと思います。（教諭） 
 
《 50代 》 
 
・とても有意義な研修会でした。ありがとうございました。（教諭） 
・子どもの背景にある家庭の事について,最後に佐藤先生に言われて,ハッとしました。様々な家庭があることも心にと 
めて,子ども達と関わっていきたいです。（教諭） 

・ありがとうございます。続くことを願います。（教諭） 
・（１）～（３）の課題ごとに１つか２つの地区からの発表があり,分かりやすかったです。津谷小の発表が良かった 
です。ありがとうございました。（教諭） 

・指導講評で,佐藤先生が取り上げられた「忘れ物」の話に納得しました。本校でも忘れても大丈夫な仕組みで対応し
ています。（教頭） 
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